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非課税者対象プレミアム付商品券
■対象者

平成31年１月１日において、本町に住民票がある人
で、平成31年度町県民税（均等割）が課税されない人

※ただし、課税者の扶養親族となっている場合や生活保
護制度の被保護者となっている場合などは対象外です。

■販売額
利用可能額5,000円分の商品券を4,000円で販売しま
す。１人につき５回まで購入可能です。

※最高利用可能額25,000円（購入額20,000円）
■申請方法

７月中旬に対象者へ申請書を郵送します。申請書の審
査後、該当者には商品券の購入引換券を郵送します。

■問い合わせ
　福祉課　地域福祉係
　☎080(8594)4417

子育て世帯対象プレミアム付商品券
■対象者

本町に住民票がある人で、平成28年４月２日～令和
元年９月30日までの間に生まれた子が属する世帯の
世帯主
■販売額

利用可能額5,000円分の商品券を4,000円で販売しま
す。対象となる子１人につき５回まで購入可能です。

※最高利用可能額25,000円（購入額20,000円）
■購入引換券（申請不要）
　９月に対象者へ購入引換券を郵送します。
■問い合わせ 
　子育て支援課　子育て支援係
　☎ (232)2202

共通事項
商品券の使用開始日は10月１日㈫を予定しています。

10月に予定されている消費税率の引き上げに伴い、非課税者や子育て世代の消費に与える影響
緩和と地域の消費を喚起するための方策の１つとしてプレミアム付商品券を販売します。

プレミアム付商品券を販売します

　町は、総合体育館を建設するにあたり、有識者、ス
ポーツ団体や町各種団体の代表、町民の代表などで構成
する菊陽町総合体育館等施設整備検討委員会（会長：熊
本県立大学　明石照久名誉教授）を昨年12月に設置し、
建設場所、施設の規模や整備内容などについて審議を重
ねています。
　審議事項の一つである建設場所について、町内を東部、
南部、西部、北部及び中央の５つのエリアに区分し、整
備手法を含め、交通アクセス、周辺施設の状況、相乗効
果、防災機能、経済性、農地改廃などの視点から分析・
検討を行い、その結果を答申書としてまとめられ、５月
23日付けで町長へ提出されました。
　答申書では、「建設場所は中央エリアとし、菊陽杉並
木公園を連続して拡張できる場所」と示されています。
町はこの答申をもとに建設場所を確定させ、用地の確保
などの作業を進めていきます。
　また、今後、検討委員会では、施設の規模や整備内容
などについての審議が行われます。

■問い合わせ
　施設整備課　総合体育館準備係　
　☎（232）6500

菊陽町総合体育館等施設の建設場所選定に関する答申
菊陽町総合体育館等施設整備検討委員会における総合体育館等施設の建設場所に関する
協議結果をまとめた答申書が提出されました。

答申書を提出する紫垣副会長（左）と受け取る後藤町長（右）
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５
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対象世帯の判断チャート

支給対象世帯です

別の世帯の扶養者の人は、
平成30年度の住民税は
非課税ですか？

その世帯の中に、高齢者（65歳以上）
または障がい者の人がいますか？

※平成30年１月１日現在で該当する人が対象です。

その世帯の中に、別の世帯の
人に扶養されていない人が
一人でもいますか？

支給対象世帯ではありません

り災証明書の世帯全員が、
平成30年度の住民税は非課税ですか？

いいえはい

いいえはい

いいえ

いいえ

はい

はい
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